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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
２

０
０

４
回
    

平
成

平
成

平
成

平
成
３
０

３
０

３
０

３
０
年
度
行
事
納

年
度
行
事
納

年
度
行
事
納

年
度
行
事
納
め
・

め
・

め
・

め
・
行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿
のの のの
迎
春
準
備

迎
春
準
備

迎
春
準
備

迎
春
準
備
な
ど

な
ど

な
ど

な
ど
    

    ◇
実

施
日

；
２

０
１

８
年

１
２

月
２

４
日

(
月

・
祝

)
 
晴

 
気

温
１

℃
。
 

◇
参

加
者
；
川

島
 

功
、
沖

﨑
吉

信
、
生

熊
敏

男
。
濱

野
兼

吉
、
児

嶋
道

夫
、

大
江

加
予

子
、

畑
林

清
子

、
山

川
治

雄
・

自
知

、
岩

本
信

行
、
 

樋
口

義
也

、
高

階
美

根
子

、
梶

野
照

雄
、

志
岐

 
敬

。
 

 
 

 
 

１
４

名
。

 

 

荷荷 荷荷
上上 上上
品品 品品
(( (( 持

込
品

持
込
品

持
込
品

持
込
品
)) ))
    

一
、

し
め

縄
；

大
１

、
小

２
、

水
場

２
ヵ

所
。

 

一
、

供
え

餅
；

大
１

、
中

１
、

小
２

。
 

 
 

一
、

供
え

菓
子

；
６

袋
。

 

一
、

お
酒

；
四

号
瓶

１
本

、
二

号
瓶

２
本

。
 

一
、

缶
ビ

ー
ル

２
箱

。
 

一
、

カ
レ

ン
ダ

ー
；

２
枚

。
 

 
 

 
 

 
 

一
、

謹
賀

新
年

；
２

枚
。

 
 

 
 

 
 

 
 

一
、

カ
セ

ッ
ト

ボ
ン

べ
３

本
。

 
 

 
 

 
 

一
、

救
急

箱
。

 

一
、

外
；

薪
大

束
、

行
仙

宿
周

辺
案

内
図

。
 

作
業
項
目

作
業
項
目

作
業
項
目

作
業
項
目
    

行
者
堂

行
者
堂

行
者
堂

行
者
堂
；

整
理

整
頓

、
正

月
飾

り
、

お
供

え
品

取
替

、
賽

銭
回

収
。

 

管
理
棟

管
理
棟

管
理
棟

管
理
棟
；

整
理

整
頓

、
正

月
飾

り
、

不
要

品
撤

去
、

ほ
う

き
・

掃
除

機
 

か
け

、
整

理
整

頓
。

 

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿
；
救
急

箱
中

味
取

替
、
志

納
金

回
収

、
正

月
飾

り
、
煙

突
掃

除
(
か

ま
ど
・
ス

ト
ー

ブ
)
、
掃

除
機

か
け

、
不

要
品

撤
去

、
整

理
整

頓
、

 

    
    
    
    
雨
水

貯
槽

の
水

抜
き

(
４

ヵ
所

)
。

 

水
場

水
場

水
場

水
場
２２ ２２
ヵヵ ヵヵ
所所 所所
；

注
連

縄
張

替
え

。
 

小
屋
外
回

小
屋
外
回

小
屋
外
回

小
屋
外
回
りり りり
；

ブ
ロ

ワ
ー

で
の

落
葉

清
掃

。
 

そ
の

そ
の

そ
の

そ
の
他他 他他
のの のの
作
業

作
業

作
業

作
業
；

椎
茸

ホ
ダ

木
切

除
(
１

本
)
、

薪
作

り
・

運
搬

、
 

登
山

口
に

案
内

標
識

２
枚

設
置

。
 

 当
初

２
３

日
・

日
曜

日
に

実
施

す
べ

く
準

備
を

進
め

段
取

を
整

え
た

が
、

 

ど
う

も
天

気
予

報
が

芳
し

く
な

い
。
３

日
前

に
２

４
日

の
祝

日
の

月
曜

日
に

 

一
日

延
期

す
る

こ
と

を
決

め
た

。
し

か
し

、
こ

の
日

に
寒

波
が

入
り

か
な

り
 

冷
え

込
む

と
の

予
報

で
、

路
面

の
凍

結
・

積
雪

が
心

配
だ

。
 

 
前

日
樋

口
さ

ん
か

ら
も

電
話

が
入

り
、
私

の
車

は
冬

対
応

し
て

い
な

い
の

 

で
、

ど
う

し
た

も
ん

か
と

の
話

で
、

と
り

あ
え

ず
浦

向
三

叉
路

で
合

流
し

様

子
を

見
て

決
め

る
こ

と
と

し
た

。
 

 
当

日
朝

８
時

３
０
分

浦
向

で
合

流
、
遠

く
に

見
え

る
山

に
白

い
も

の
は

か
 

か
っ

て
い

な
い

。
又

、
先
着

の
梶

野
君

か
ら
伯
母
峰

に
も

雪
は

な
い

と
の

報
 

告
で

心
配

な
さ
そ

う
で

あ
る

が
、
今
後

の
大
峰

行
き

に
は

冬
装

備
車

の
確
保

 

に
悩
み
そ

う
だ

。
 

 
９
時
少

し
前

に
登

山
口

に
４
台

(
沖

﨑
・

川
島

・
山

川
・

梶
野

)
１

３
名

が
 

集
結

す
る

。
 

 
モ
ノ

レ
ー

ル
に
荷
上

品
を

積
込
み

、
生

熊
さ

ん
運
転

で
終
点
へ

。
 

登
山

口
水

場
の

注
連

縄
が

、
川

島
・

濱
野

・
岩

本
さ

ん
で

張
替

え
ら
れ

た
。
 

 
 

 

 
登

山
口

に
集

結
 

 
 

 
 

 
 

登
山

口
水

場
の

注
連

縄
張

替
え

 

 モ
ノ

レ
ー

ル
終
点

に
降
ろ

し
た
荷
上

品
は

、
先

行
し

た
女
性
軍

も
か

な
り

持
っ

て
く
れ

た
様

だ
。

 

第
二
ベ

ン
チ

ま
で
来

た
時

、
ほ
ぼ

道
沿

い
に
青

い
テ

ー
プ

が
張

ら
れ

て
い

て
、
周

辺
の

木
々

に
も
オ

レ
ン
ジ

の
テ

ー
プ

が
巻

か
れ

て
い

る
。
こ
れ

は
ど

う
も
上

の
高
圧
線

の
取

替
更

新
に
伴

い
、
下

の
木

を
切

る
範
囲

と
切

る
木

を

示
し

た
も

の
だ
ろ

う
と
思
わ
れ

る
。
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こ
の
伐
採

し
た

木
を

行
仙

宿
の

薪
材

に
い

た
だ

け
た

ら
相

当
の

期
間

の

薪
が
確
保

で
き

る
。
次

回
行

仙
宿

に
来

る
の

が
楽

し
み

だ
。

 

１
０
時

を
は

さ
み
到
着
後

、
沖
崎

か
ら

作
業

内
容

の
説
明

と
お

お
ま

か
な

指
示

が
あ

り
、
各
々

が
作
業

を
開
始

す
る

。
 

 
 

 
 

 

 
行

者
堂

に
到

着
 

 
 

 
管

理
棟

の
注

連
縄

張
り

 
 

棟
内

の
正

月
飾

り
 

 作
業
開
始
直
後

に
志

岐
さ

ん
が
到
着

す
る

。
２

日
前

に
前
鬼

口
か

ら
歩

い

て
入

山
し

、
深

仙
宿

と
平

治
宿

に
一
泊

さ
れ

て
、
今

行
仙

宿
に
着

か
れ

た
。
 

お
聞

き
す
れ
ば

、
今

年
何

回
か

大
峰

に
入

山
さ
れ

た
が

、
南
奥
駈

の
こ

の

区
間

の
み
歩

い
て

い
な

い
の

で
、
そ

の
穴
埋

め
の

た
め

こ
の
時

期
こ

の
天
候

の
中
踏
破

さ
れ

た
志

岐
さ

ん
も

、
大
峰

に
取
憑

か
れ

た
お

一
人

の
よ

う
だ

。
 

児
嶋

さ
ん

は
、
１

２
月

６
日

に
白

内
障

を
手
術

さ
れ

た
が

、
行

仙
宿

の
作

業
に

は
早
々

に
参

加
す

る
と
申

込
み

が
あ
っ

て
、
ソ

ー
ラ

ー
パ
ネ

ル
点
検

と

煙
突

掃
除

を
や

る
と
事

前
か

ら
準

備
さ
れ

た
。

 

他
の
皆

さ
ん

も
同

様
に
迎
春

準
備

作
業

に
お

い
て

、
そ
れ
ぞ
れ

が
何

を
や

る
べ

き
か
テ

ー
マ

を
も
っ

て
参

加
さ
れ

、
こ
ち

ら
か

ら
特
別
指
示

す
る

こ
と

も
、
又

お
願

い
す

る
こ

と
も

な
く
表
註

の
作
業
項
目

を
こ

な
さ
れ

た
。
阿
吽

の
呼
吸

と
言

う
べ

き
か

。
 

椎
茸

の
ホ

ダ
木

に
す

る
ミ
ズ
ナ
ラ

を
５

本
程
伐
採

す
る
事

(
生

熊
・

川

島
・

梶
野

)
に

し
た

が
、
チ
ェ

ン
ソ

ー
で

１
本

切
っ

た
時
点

で
フ
ィ

ル
タ

ー

詰
り
？
燃
料

が
補
給

さ
れ

ず
中
断

す
る
事

に
な
っ

た
。
チ
ェ

ン
ソ

ー
を
修

理

に
下

す
こ

と
に

し
た

。
 

 
 

 

 
薪

用
に

腐
木

切
除

 
 

 
ホ

ダ
木

用
に

１
本

伐
採

 
 

水
場

の
新

注
連

縄
 

 

 
 

 
 

 

水
場

底
浚

え
後

 
 

 
か

ま
ど

の
煙

突
掃

除
中

 
 

 
宿

内
の

正
月

飾
り

 

 水
場

の
注

連
縄

張
替

と
底
浚

え
作
業

は
、
山

川
親

子
、
岩

本
、
濱

野
君

が

担
当

し
て
下

さ
る

。
 

途
中

、
管

理
棟

に
入

る
と
床

の
間

に
、
二
千

回
行
事
御

祝
と

し
て
榊

本
と

か
か
れ

た
清

酒
１

本
が

置
か
れ

て
い

た
。
一

日
延

期
を

知
ら

ず
昨

日
登

ら
れ

た
も

の
か

と
私

案
し
つ
つ

、
帰
宅
後

に
お
礼

の
電

話
を

入
れ

た
。
一
週
間
程
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前
に

登
ら
れ

た
よ

う
で

、
厚

く
お
礼
申

し
上
げ

た
。

 

作
業

は
、
大
勢

参
加

い
た

だ
き
手
分

け
し

て
行
わ
れ

た
の

で
、
１

１
時
半

で
終
了

し
昼
食

に
な

る
。

 

 
 

 

 
 

 
 

 
ス

ト
ー

ブ
が

焚
か

れ
賑

や
か

に
談

笑
し

な
が

ら
昼

食
 

 

 

 
 

行
事

納
め

の
参

加
者

 
 

 
 

 
 

登
山

口
に

案
内

標
識

設
置

 

 行
事

納
め

の
参

加
者

は
、

正
月

飾
り

を
挟

ん
で
記
念
撮
影

を
し

て
、

１
３

時
過
ぎ

に
行

仙
宿

か
ら
下

山
し

た
。

 

下
山
後

登
山

口
に

案
内

標
識

を
２

枚
設

置
後

、
川

島
代
表
よ

り
本

日
の

作

業
と

一
年
間

の
労

い
の
言

葉
が

あ
っ

た
。
又

、
世

話
人
代
表

を
沖

﨑
へ
バ

ト

ン
タ

ッ
チ

す
る
旨

の
報
告

も
あ
っ

て
、

１
４
時
頃

に
登

山
口

で
流
れ
解
散

と

な
っ

た
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(
記

；
沖

﨑
、
写
真

；
川

島
・

梶
野

)
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

    
 


